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れ
て

い

る
。

こ

の

こ

と
は

会
話
文
の

中
に

お

い

て

も

同
様
で

あ
る

。

 
成

道

後
の

釈
尊
に

初
め
て

会
っ

た

時
の

五

比
丘

の

釈

尊
へ

の

呼
び

掛
け
は

「

汝
」

「

瞿
曇
」

と

い

う
表
現
で

あ
る

。

「

五

比
丘
遙
見
世
尊
來

。

各
各
相

誠

敕
言

。

此
瞿
曇
沙

門
。

行
不
著
路
迷

荒
失
志。

若

來
至

此
。

汝
等

莫
與

言

語
。

亦
莫

禮
敬

。

更

別

施
小

座

令
坐

。

」

（

→鹽
NN

》
『

。。
『

o）

五

比

丘

の

「

汝
」

「

瞿
曇
」

の

使
用
に

対
し

、

釈
尊
は
こ

の

語
で

以
て

自
身
に

呼
び

掛
け

る

こ

と

を

禁
止
さ
れ
る

。

「

五
比
丘

見
如
來
坐
已

。

皆
稱
名
汝
如

來
。

時

佛
告
五

比
丘

言
。

汝

等
莫
稱
名
汝

如
來

。

至

真
等
正
覺

。

如
來
威
神
無

量

最
勝

。

汝
若
稱
名
汝

如
來

。

長
夜

受
苦
無
量。
」

（
紹

』
ト。

為
。。
→

o）

仏
陀

と

な
っ

た

釈
尊
に

対
し
不

適
切
で

あ
る

と
。

　
三
、

釈
尊
の

出
家
の

描
写
に

つ

い

て

は

鬚
髪
を
剃
り、

袈
裟
を

著
し
、

家
を

出
て、

鉢
を
持
ち

乞

食
す
る
と

あ
る

。

こ

れ
は
正

し
く

受
戒
す
る

時

に

必

要
な

条
件
で

あ
る

。

釈
尊
は
こ

こ

で

比
丘
と

な

っ

た
と

言
っ

て

よ

か

ろ

う
。

従
っ

て

こ

の

時

点
以

降
の

地
の

文
は

釈
尊
を
示
す
の

に

「

菩
薩
」

で

は

な

く、

「

比
丘
」

と

表

記
す
る

の

が

妥
当
で

あ
ろ

う
が
、

そ
の

よ

う

に

は

な
っ

て

い

な

い
。

　
む

す
び

　

出
家
す

る

と

同
時
に

比
丘
に

な
っ

た
と

見
な

す
こ

と

が

自
然
と

思
わ

れ

る

け

れ
ど
も

、

律
蔵
の

立

場
か

ら

は、

比
丘
か

ら

仏
陀
に

な

る
と

す
る

こ

と

は

何
か

不
都
合
な
こ

と
が

有
る
の

か

も
し
れ

な

い
。

比
丘
が

修

行
し
て

も

仏
陀
に

な

る

こ

と

は

不

可
能
で

あ

り、

た
だ

菩
薩
の

み

が

可
能
で

あ

る、

と

い

う
前
提
が

あ
る
か

と

思
わ
れ
る

。

そ

う
で

あ
る

な
ら
ば
地
の

文

の

「

菩
薩
」

と

名
（
幼

名）

の

「

菩
薩
」

と

は

質
的
に

区
別
さ
れ
る

べ

き

で

あ
ろ

う
。

他
の

諸
律
の

検
討
に

よ

り

解
決
の

手
掛
か

り

が

得
ら
れ

る

で

あ
ろ

う
。

吉
蔵
と

『

摂
大
乗
論
』

藤

野

泰

　
二

　

本
稿
は

、

吉

蔵
（
五
四

九
−

六
二

三
）

の

『

摂

大
乗
論
』

に

対
す

る

扱

い

及
び

著
作
中
に

お

け
る

『

摂
大
乗
論
』

の

引
用
の

調
査
と

そ

の

理
解
に

つ

い

て
、

仏
身
論
の

問
題
と

絡
め

て

考
察
し
た
も
の

で

あ
る

。

　

吉

蔵
の

著
作
中
に

お

け
る

『

摂
大

乗
論
』

の

引
用
を

調
べ

る

と、

明
確

に

書
名
を

挙
げ
て

『

摂
大

乗
論
』

を
引
用
・

関
説
し
て

い

る

箇
所
が

見
ら

れ
た

の

は

現
存
二

六

部

の

う

ち
一

七

部
で

あ
る

。

『

摂

大
乗

論
』

を

引

用
・

関
説
し

て

い

る

回
数
は
、

『

法

華
玄
論
』

四

九
回、

『

勝
鬘
宝
窟
』

二

七
回、

『

中
観
論
疏
』

二

六
回、

『

法

華
論
疏
』

二

四

回
、

『

法

華
統
略
』

「

八

回
、

『

法
華
義
疏
』

冖

五

回
、

『
大
乗
玄
論
』

】

三

回、

『

百
論
疏
』

九
回、

『

浄
名
玄
論
』

八

回
、

『

十
二

門
論
疏
』

六

回、

『

維
摩

経
義
疏
』

三

回、

『

法

華
遊
意
』

二

回、

『

三

論
玄
義
』

一

回
、

『

仁
王

般

若
経

疏
』

一

回、

『

金
剛

般
若

経
疏
』

】

回、

『

観

無
量

寿
経

義
疏
』

一

回、

『

維
摩

経
略
疏
』

　冖

回
で

あ

り、

総
数
は

二

〇
五

回
で

あ
る

。

　

次
に

、

吉
蔵
の

仏
身
論
に

つ

い

て、

特
に

法
身
と

応
身
と

の

関
係
に

つ

い

て

考
察
す
る

。

吉

蔵
の

仏
身
論
の

特

徴
と

し
て

挙
げ
ら
れ
る

の

は
、

吉

蔵
が

経
・

論
に

お

い

て

説
か

れ

る

仏
身
論
を
ま
と
め

あ
げ
よ
う
と

す
る
態

度
で

あ
る

。

吉

蔵
は

当
時
ま

で

に

現
れ
て

い

た
さ
ま

ざ
ま
な
仏
身
論
の

教

説
を

収
集
し、

そ

れ
ら
を
会

通
し
よ

う
と

努
力
し
て

い

る
。

そ

の

た

め

多

く
の

経
・

論
の

引
用
を
な
し、

そ

れ
ぞ

れ
の

仏
身
論
を
併
記
す

る
。

吉
蔵

は

『
法
華
玄
論
』

に

お

い

て

諸
経
・

論
の

仏
身
論
（
二

身
説
・

三

身
説
・
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四
身

説）

を

合
本
合
迹
・

開

本
開
迹
・

開
本
合
迹
・

開
迹
合
本
の

四

種
類

に

ま
と

め
、

そ
の

う
ち

『

摂
大

乗
論
』

に

つ

い

て

は

開
迹
合
本
と

す
る

。

た

だ
、

吉

蔵
は
同
じ

く

世
親
の

釈
と
な
る

『

法
華
論
』

・
『

十
地

経
論』

を

開
本
合
迹
と

し
て

お

り
、

両
者
を
会

通
し
て
、

応
身
に

「

亦
自
亦
化
他
」

の

徳
を

持
た

せ

て

い

る
。

吉
蔵
の

こ

の

よ

う
な

理
解
は
、

吉

蔵
の

仏
身
論

に

お

い

て

特
徴
的
と

さ
れ

る

応
身
を
二

つ

に

分
け

る

内
応
・

外

応
の

考
え

に

繋
が

る
と

考
え
ら

れ

る
。

内
応
と

は

仏
性
が

顕
わ
れ

た

も
の

（
如
如

境
・

自

照
）

で

あ
り、

法
身
と

相
応
し
た

も
の

で

あ
る

。

ま
た
、

外
応
と

は

菩
薩
を

教
化
す
る

も
の

（
如
如
智
・

覚
他）

で

あ
る

。

　

吉
蔵
の

理

解
し

た
法
身
と
は

ど

の

よ

う
な

も
の

で

あ
っ

た
か

。

吉

蔵
は

法
身
を

性
空、

寂
滅、

実

相
の

異
名
と

し

て

考
え
て

お

り
、

実
相
に

つ

い

て

は
「

故

知
。

假
名
宛
然

而
即

是
實
相
也

。

」

（
→
昏

卜。−

お

曾）

と

述
べ

て

い

る
。

こ

の

吉

蔵
に

と

っ

て

の

実

相
と

は

仮
名
を
通
じ
た
も
の

で

あ
り

、

仮
名
を

超
越
し
た

何
物
か

な
の

で

は

な
い

。

も

し
応
身
に

法
身
と

し
て

の

意

義
を

持
た

せ

る
と

応
身
は

本
身
に

し
て

迹

身
で

も
あ
る
と

い

う
こ

と
に

な
る

が
、

こ

の

本
・

迹
に

つ

い

て

は、

「

若

離
陰
有
佛
人

法
則
竝

便
不
相

成
。

本
迹
亦
爾

。

」

（
→

齢
藁
と
げ
）

と

述
べ

、

ま

た

僧
肇
の

「

本
迹

雖
殊

。

不
思
議
一

。

」

・
「

豈

近
捨
丈
六

。

遠

求
法
身
者
哉

。

」

と

い

う

言
葉
を

引
用

し

（
日．
G 。

メ

霸
巴
、

本
身
と

迹

身
は

別
次
元
に

存

在
す
る

よ

う
な

も
の

で

は

な
く、

迹

身
の

は

た

ら
き
の

中
に

顕
わ
れ
る
も
の

な
の

で

あ
る

と

述
べ

て

い

る
、

ま
た、

衆
生
は

法
身
と

は

「

百
非
を
超
え

四
句
を
絶
す
」

も
の

だ
と

聞
い

て

法
身
と

衆
生
と

が
隔

絶
さ

れ

た

も
の

で

あ
る

と

の

考
え
を

起

こ

し

て

し

ま

う
が
、

そ

う
で

は

な
い

の

だ

と

説
き、

「

因
縁
即
寂

滅

性
。

寂
滅
性
則
施
四

句
超

百
非

。

故
如

來
品
以
寂
滅
爲
法

身
。

又
只
丈
六

即
是

法

身
。

（
略
）

。

涅
槃
云

。

吾
今
此

身
即
是

法
身
也

。

」

（

→

轟
H

課
げ）

と

説
明
す
る

。

こ

の

わ

が

身
が

そ

の

ま

ま

法
身
な

の

だ
と

言
う
の

で

あ
る。

そ

れ
は
つ

ま

り

内
応
に

法

身
と

し

て

の

属

性
を

持
た

せ

て

い

る

の

で

あ

る
。

ま

た、

こ

の

よ
う
な

考
え

方
は

吉
蔵
の

独
創
と

い

う
よ

り

か

は
、

三

論
教
学
の

二

諦
の

理

解
に

基
づ
い

て

導
き

出
さ

れ

た

理
論
で

あ
ろ

う
と

考

え

ら

れ

る
。

　
最
後
に、

吉
蔵
の

『

摂

大
乗
論
』

の

引
用
に

つ

い

て

述
べ

る

と
、

平
井

俊

榮
博
士
に

よ

る

指
摘
の

通
り

吉
蔵
は

『

法

華
玄
論
」

に

お

い

て

仏
身
論

を

著
述

す
る

に

あ
た

っ

て
、

浄

影
寺
慧
遠
の

仏
身
論
を
超
克
す
る

た

め
、

慧
遠
が

見
て

い

な

か

っ

た

『

摂
大
乗

論
』

・
『

法
華
論
』

に

基

づ

き

な

が

ら

三

論
教

学
に

よ

っ

て

自
己
の

仏

身
論
を
理

論
立
て

た
。

そ
し

て
、

そ

の

後

摂
論

師
と

の

論
争
が

始
ま
る

と
、

摂

論
師
の

唱
え
る

法
身
の

理

論
は

超
越

的
な

も
の

を
立
て

て

し

ま
っ

て

い

る

仏

身
論
で

あ
る

と

し

て、

『

摂

大
乗

論
』

を

多
く

引
用
し

な
が

ら
、

そ
の

理
解
の

誤
り

で

あ
る
こ

と

を

指
摘
し

た
の

で

あ
る

。

『

十
地
経
』

に

お

け

る

第
九

地
の

位
置
に

つ

い

て

平

賀

由

美

子

　
『

十
地

経
』

の

十
地

説
を
概

観
す

る
と
、

ま

ず
初
地
の

冒
頭
に

お

い

て

諸
の

衆
生
た

ち

に

菩

提
へ

向
か

う
心
が

起
こ

る

と

し
、

発
菩
提
心
の

行
為

主

体
で

あ
る
諸
の

衆
生
た

ち

と

初
地
に

住
す
る
菩
薩
と

の

連
続
性
が
明
確

に

さ

れ

て

い

る
。

そ
し

て

順
次、

初
地
よ

り

布
施、

持

戒
、

忍
辱、

精

進、

禅
定、

智
慧
（
般
若）

を

各
地
に

お

い

て

修
め

、

い

わ

ゆ

る

六
波
羅

380（1472）

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


